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１．NaITOの概要

売上高

27拠点数

株式会社NaITO

405人（パート、派遣含む）従業員

521億55百万円（平成19年2月期）

22億9,123万5,800円資本金

1953年1月23日設立

取締役社長 鈴 木 斉代表者

東京都北区昭和町二丁目1番11号本社

商号

平成19年8月末現在
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２．平成19年度上期 主なトピックス

2007.03.01 組織変更に伴い、組織図を更新しました

2007.07.02 大阪支店を移転しました

2007.07.17 東大阪営業所・西日本物流ｾﾝﾀｰを移転しました

2007.09.03 福岡支店を移転しました

大阪支店（住友生命立売堀ビル） 福岡支店（東比恵スクエアビル）東大阪営業所・西日本物流ｾﾝﾀｰ
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３．平成20年2月期中間決算概要
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（１）平成20年2月期中間決算総括（１）平成20年2月期中間決算総括

当中間会計期間は選択と集中により経営資源を得意分野に投入し、収益
重視を基本として経営効率及び業務効率を高めました。

具体的には、７月に西部営業部・西日本物流センター並びに東大阪営業
所を１ヶ所に移転し、これに併せて大阪支店も移転させ効率性を高めると共
に西日本を網羅する在庫機能を拡充しました。尚、９月には福岡支店も移転
拡充して、九州地区の販売を強化しております。

又、「ユーザーニーズを見据えた卸業」に特化した提案営業を一層推進し、
主力の切削工具をはじめ機械工具・産業機器・工作機械等において、お客
様ごとに個社別営業方針を徹底し販売における優位性の維持・強化を図り
顧客満足度の向上に注力しました。更に一方で、コスト管理を徹底するとと
もに、有利子負債の圧縮に努め財務体質の強化も図りました。

しかし、高水準ながら踊り場的外部環境が一因ともなり当中間会計期間
の業績は、売上高261億96百万円（前年同期比0.6%減）、経常利益９億65百
万円（同6.4%減）となり、中間純利益は９億48百万円（同11.6%減）となりました。
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（２）貸借対照表（２）貸借対照表 （単位：百万円）

2,5177,4319,949純資産合計

1,53916,00217,542負債・純資産合計

-165033その他有価証券評価差額金

0-10-10自己株式

2,5342,8145,349利益剰余金

-2,2852,285資本剰余金

-2,2912,291資本金

-9788,5717,592負債合計

-2941,261966固定負債

-6837,3096,626流動負債

1,53916,00217,542資産合計

2701,6311,902固定資産

1,26814,37115,640流動資産

平成18年8月31日平成19年8月31日
前期比

前中間会計期間末当中間会計期間末
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（３）損益計算書（３）損益計算書

-1716法人税等

自 平成18年3月 1日自 平成19年3月 1日

-1241,073948当期純利益

14318特別損失

-446318特別利益

-651,031965経常利益

-269270営業外費用

-10493483営業外収益

-54807752営業利益

-412,2272,185販売費及び一般管理費

-963,0342,938売上総利益

-16226,36526,196売上高

至 平成18年8月31日至 平成19年8月31日

前期比
前中間会計期間当中間会計期間

（単位：百万円）
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（４）キャッシュ・フロー計算書（４）キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

9326631,595現金及び現金同等物の中間期末残高

2648991,163現金及び現金同等物の期首残高

667-236431現金及び現金同等物の増加額

2-349-347財務活動によるキャッシュ・フロー

-176-20-196投資活動によるキャッシュ・フロー

841134975営業活動によるキャッシュ・フロー

至 平成18年8月31日至 平成19年8月31日

自 平成18年3月 1日自 平成19年3月 1日 前期比

前中間会計期間当中間会計期間
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（５）商品別売上高（５）商品別売上高

（単位：百万円）

26,365

555

1,311

6,975

5,568

11,953

売上高

至 平成18年8月31日

自 平成18年3月 1日

前中間会計期間

100.0%

2.1%

5.0%

26.5%

21.1%

45.3%

構成比

-0.6%

-5.2%

7.8%

- 2.5%

-0.4%

-0.4%

前期比

100.0%26,194合計

2.0%526その他

5.4%1,414工作機械

25.9%6,799産業機器

21.2%5,547機械工具

45.5%11,908切削工具

構成比売上高

至 平成19年8月31日

自 平成19年3月 1日

当中間会計期間

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

切削工具 機械工具 産業機器 工作機械 その他

H20/2中間期

H19/2中間期
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４．平成20年2月期業績予想
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（１）平成20年2月期業績予想（１）平成20年2月期業績予想

ROE＝株主資本利益率

（注）本業績予想は、平成19年10月9日現在における事業環境および入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後

の経済状況、事業環境の変化等により異なる可能性があります。

41.90%34.6 %16.78%ROE

2,1572,6591,650当期純利益 （百万円）

2,0861,9301,800経常利益 （百万円）

48,78052,15554,000売上高 （百万円）

至 平成18年2月28日至 平成19年2月28日至 平成20年2月29日

自 平成17年3月 1日自 平成18年3月 1日自 平成19年3月 1日

18年2月期実績19年2月期実績20年2月期予想

平成20年2月期 配当予定
・ 第一回優先株式 ： 円Tibor ＋ 1.0％
・ 第二回優先株式 ： 円Tibor ＋ 1.5％
・ 普通株式 ： 1株当たり30円
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（２）経営方針と今後の取り組み（２）経営方針と今後の取り組み

当社は、今期より『edge2010中期経営計画』（平成19年３月１日～平成23年２
月28日の４ヶ年）をスタートさせております。これは、当社が継続的発展をするた
めの『経営基盤の土台作り』をコンセプトとし、「情報と技術」の商社として「事業
パートナー満足度NO.1」企業を目指すものです。この中期経営計画の達成のた
め次頁の重点施策を実行し、『ユーザーニーズを見据えた卸業』として存在感の
ある強い会社を構築してまいります。

当社は、50有余年の歴史と現在及び将来を見据え、経営における基本的な価値
観を醸成し持続的な発展を図る礎として、次の経営理念に基づき経営を行なって
まいります。

『私たちは、国内外の事業パートナーに「最適な商品、最高のサービス」を提供し、
製造業の技術革新を通して産業全体の発展に寄与します。』

この経営理念の実現に向けて、全てのステークホルダーから信頼される透明性
の高い経営を行ない、企業価値の増大を目指してまいる所存です。

2. 今後の取り組み及び対処すべき課題2. 今後の取り組み及び対処すべき課題

１. 経営方針１. 経営方針
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（３）『edge2010中期経営計画』 重点施策（３）『edge2010中期経営計画』 重点施策

1. 営業基盤の強化
① マーケティング機能の充実
② 資源の得意分野への集中
③ 技術サポート体制の確立
④ ＥＤＩ（電子商取引）の推進

2. 人材育成と組織力の強化
① 教育システムの充実
② 組織の活性化

3. 業務改革の推進
① 業務フローの見直し
② アウトソーシングの活用

4. 財務体質の強化
① 資産の有効活用
② 自己資本の充実

5. 内部統制システムの構築
① リスク管理体制とコンプライ

アンス体制の充実
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（４）売上総利益額・自己資本比率の推移（４）売上総利益額・自己資本比率の推移

2,700
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売上総利益額
（百万円)

自己資本
比率(%)

0.0
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50.0

60.0

売上総利益額

自己資本比率

売上総利益額 2,891 3,034 2,938

自己資本比率 35.5 46.4 56.7 

18年2月中間期 19年2月中間期 20年2月中間期
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５．経営体制・従業員の状況

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

西部営業部長

東京営業部長

東部営業部長

営業推進部長

中部営業部長

営業副本部長 東日本担当

営業副本部長 西日本担当

営業副本部長

岩田 憲二

宮崎 正昭

御手洗 邦夫

遠藤 孝之

二宮 教行

中村 幹也

市川 廣規

河野 英之

鈴木 斉

監査役

徳田 信幸監査役

中島 徹常勤監査役

笹野 憲一執行役員 経理部長取締役

伊藤 一成執行役員 営業本部長取締役

和田 光央取締役

松橋 安廣執行役員 経営企画部長取締役

伊藤 保雄執行役員 総務部長取締役

山口 恭正執行役員 社長取締役

388

47

341

人数

平成18年8月31日 現在

前中間会計期間末

100.0%

12.1%

87.9%

構成比

17
23
-6

前期比

100.0%405合 計

17.3%70パート・派遣

82.7%335従業員

構成比人数

平成19年8月31日 現在

当中間会計期間末

１．経営体制

２．従業員の状況
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６．お問い合わせに関して６．お問い合わせに関して

総務室

TEL：03-3800-8651


